
古
書
古
人
噛
㈹

小
宮
山
天
香
の
蔵
書
処
分
、

「
朝
倉
治
彦

　
当
館
に
、
，
小
宮
山
天
香
の
日
記
が
あ
る
。
内
容
は
転
落
四
〇
年

か
ら
大
正
二
年
ま
で
、
三
十
一
冊
（
う
ち
四
冊
雑
抄
）
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
の
日
記
は
、
柳
田
泉
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
災
で

焼
失
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
－
当
館
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
先
年
な

く
な
ら
れ
た
木
戸
清
平
君
の
紹
介
が
、
唯
一
．
で
は
な
か
ろ
う
か
。

朝
日
新
聞
の
社
史
編
集
室
の
清
水
三
郎
氏
は
、
『
新
聞
研
究
』
に
、

晩
年
の
天
香
に
つ
い
て
一
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
．
当
時
」
こ
の
日
・

記
の
存
在
を
御
存
知
な
か
っ
た
ら
t
い
。
　
　
　
　
　
　
一

　．

V
香
、
小
宮
山
桂
介
は
、
水
戸
の
儒
者
小
宮
山
馬
丁
の
孫
、
南
．

，
梁
の
弟
と
し
て
、
安
政
二
年
に
大
洗
の
磯
浜
で
生
れ
た
か
ら
、
，
明

、
治
四
〇
年
は
、
満
五
十
四
歳
に
あ
た
る
。
三
十
八
年
に
東
京
朝
日
，

新
聞
社
を
退
い
て
以
後
は
、
社
会
に
出
ず
、
赤
坂
仲
之
町
の
武
田

桜
桃
の
邸
内
に
あ
る
借
家
で
、
自
適
の
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る

、
が
、
そ
の
頃
の
亡
と
に
つ
い
て
は
、
・
新
聞
記
者
時
代
忙
天
香
の
世

話
を
う
け
た
岡
田
翠
雨
の
回
顧
録
（
『
ひ
む
ろ
』
昭
和
五
、
六
年
に

連
載
）
に
は
、
ほ
ど
ん
ど
記
さ
れ
て
な
く
、
清
水
氏
の
調
査
に
よ
．
’

・
っ
て
、
か
な
り
判
明
し
て
い
る
。
」

　
，
三
十
四
年
か
ら
、
自
宅
で
行
な
っ
て
い
た
作
歌
指
導
に
つ
い
て
，

、
の
記
事
は
、
日
記
中
に
散
見
し
て
お
り
、
杉
浦
重
剛
は
、
弟
子
の

　
一
人
で
あ
っ
た
の
で
、
詠
草
の
添
削
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
日
記
に
登
場
し
て
い
る
名
の
知
れ
た
人
物
三
千
を
あ
、

げ
る
と
、
半
井
桃
水
、
小
田
久
太
郎
、
岸
上
這
這
、
．
増
田
干
信
内

武
田
桜
桃
、
篠
田
鉱
造
、
池
辺
達
筆
、
．
岡
田
翠
雨
、
三
上
参
次
な

ど
で
あ
る
。
r
親
族
で
屡
凌
訪
れ
て
い
る
の
は
甥
の
昌
紀
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
半
井
桃
水
は
、
」
作
家
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
樋
口
一

葉
と
の
関
係
で
知
ら
れ
た
人
で
、
・
■
桃
水
か
ら
の
紹
介
で
、
一
葉
が
’

天
香
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
葉
の
日
記
に
見
え
る
が
ハ
惜
し
，

い
か
な
天
香
の
日
記
に
、
当
時
の
箇
所
は
失
わ
れ
て
駆
る
。

二

　
明
治
四
十
一
年
度
の
『
帝
函
図
書
館
年
報
』
図
書
及
閲
覧
人
の

・
．
項
に

　
和
漢
書
増
加
再
話
ハ
水
戸
ノ
碩
学
小
宮
山
証
言
父
子
λ
自
筆
著

　
書
聖
万
冊
ア
ツ
、
其
多
ク
，
ハ
大
日
本
史
編
纂
事
業
二
関
渉
ス
ル

　
者
ナ
リ
・
、

と
あ
6
が
、
、
こ
れ
は
小
宮
山
天
香
よ
り
の
購
入
で
あ
る
。

　
天
香
と
、
帝
国
図
書
賠
の
鹿
島
則
泰
と
の
間
に
行
わ
れ
た
交
渉

は
、
日
記
に
捻
す
る
ど
、
西
十
一
年
七
月
十
四
日
置
鹿
島
氏
を
館

、

一三『
一



に
訪
ね
て
い
る
の
が
初
見
で
、
納
入
後
も
交
渉
が
続
い
て
お
り
、

当
館
所
蔵
日
記
最
後
の
大
正
二
年
ま
で
、
関
連
記
事
が
絶
え
て
い

な
い
。
当
時
の
文
書
記
録
を
調
べ
て
み
な
い
と
判
明
し
な
い
が
、
．

三
軒
、
南
梁
の
遺
稿
以
外
に
も
、
当
館
に
納
め
て
い
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
な
お
、
天
香
が
、
楓
軒
、
南
梁
の
遺
書
を
架
蔵
す
る
，

に
至
ρ
た
の
は
、
南
梁
没
後
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
一

　
本
誌
七
号
に
報
告
さ
れ
た
、
静
嘉
日
文
庫
所
蔵
の
小
宮
山
楓
軒

叢
書
は
、
楓
軒
の
編
著
は
少
な
い
。
小
宮
山
家
か
ら
直
接
入
っ
た

の
か
、
古
書
店
を
通
っ
て
い
る
の
か
、
丸
山
氏
の
報
告
で
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
日
記
中
に
は
岩
崎
文
庫
N
文
行
堂
な
ど
の
名
も
見

え
る
。

　
慶
応
義
塾
大
学
に
は
、
高
橋
箒
庵
が
持
っ
て
い
た
『
楓
軒
稿
』

が
、
大
阪
大
学
に
は
『
楓
軒
文
士
』
が
、
ま
た
内
閣
文
庫
に
は

『
三
軒
文
書
纂
』
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、
晩
年
に

お
け
る
書
籍
の
売
り
喰
い
ど
い
う
こ
と
が
、
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

茨
城
県
立
図
書
館
に
あ
る
、
三
軒
、
甫
梁
の
蔵
書
目
録
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
も
、
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
当
館
所
蔵
の
日
記
は
、
昭
和
九
年
の
購
求
で
あ
る
か
ら
、
・
天
香

没
後
の
流
出
で
あ
ろ
う
。
天
香
の
最
後
を
世
話
し
た
の
は
、
昌
紀

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
（
補
）
日
記
内
容
の
年
月

　
第
一
冊
　
明
治
四
〇
年
一
月
一
日
一
五
月
十
五
日
。
第
二
冊

五
月
十
六
日
－
十
月
九
日
。
第
三
冊
　
十
月
十
日
一
明
治
四
一

年
二
月
十
日
。
第
四
冊
明
治
四
一
年
二
月
十
一
日
！
六
月
三

十
日
。
第
五
冊
　
七
月
一
日
i
八
月
七
日
。
、
第
六
冊
　
八
月
八

日
i
九
月
十
五
日
（
以
上
六
冊
、
小
横
本
、
第
一
秩
）
。

第
七
冊
　
九
月
十
六
日
一
十
一
月
三
十
日
。
第
八
冊
　
十
二
月

一
日
－
明
治
四
二
年
二
月
二
日
。
第
九
冊
　
二
月
四
日
一
四
月

十
五
日
。
第
十
冊
　
四
月
十
六
日
i
六
月
三
十
日
。
第
十
一

冊
　
七
月
一
日
一
九
月
十
四
田
。
第
十
二
冊
　
九
月
十
五
日
－

十
二
月
十
一
日
。
第
十
三
冊
　
十
二
月
十
」
日
i
明
治
四
三
年

二
月
置
八
日
。
第
十
四
冊
　
二
月
一
日
一
五
月
十
五
日
。
第
十

五
冊
　
五
月
十
六
日
一
七
月
三
十
日
。
第
十
六
冊
　
八
月
一
日

i
十
月
十
五
日
。
第
十
七
冊
　
十
月
十
六
日
i
十
二
月
三
十
一

日
。
第
十
八
冊
　
明
治
四
四
年
一
月
一
日
一
三
月
十
四
日
。
第

十
九
冊
．
三
月
十
五
日
一
五
月
三
十
一
日
（
第
二
鉄
）
。

第
二
〇
冊
・
六
月
一
日
一
八
月
十
五
日
。
第
二
一
冊
華
墨
十

六
日
－
十
月
光
一
日
。
第
二
二
冊
　
十
一
月
一
日
－
四
五
年
一

月
＋
一
日
。
第
三
二
冊
一
月
＋
二
日
⊥
二
月
＋
二
日
。
第
二
」

四
冊
　
三
期
十
三
日
一
八
月
十
四
日
。
第
二
五
冊
　
八
月
十
五
．

日
i
十
二
月
三
十
一
日
。
第
二
六
冊
　
大
正
二
年
一
月
一
日
一

三
月
三
十
一
日
。
第
二
七
冊
　
四
月
占
日
－
八
月
十
四
日
。

（
あ
さ
く
ら
は
る
ひ
ご
　
」
般
参
考
課
主
査
）

四




